
三水小学校『活動の足跡』№９６

１１／１３（水）『思い込み』と『思い直し』～校長講話～

11月は，『なかよし月間』です。全校テーマ『いろいろな人と遊び学び，自分や友だち
のよいところを見つけ，伝え合おう』が達成できるように，児童会や各学級で充実した
取り組みが行われています。朝の時間には，校長先生のお話があり，『思い込み』と『思
い直し』について，大切なことを教えていただきました。
最初に１枚の絵が提示され，何に見えるのかをみんなで考えまし

た。｢わたしは，鴨に見える。｣｢ぼくは，うさぎに見えるよ。｣といった
声が聞かれました。続けて出された絵に対しては，｢あっ，おばあさん

だ。｣｢女の人が横を向いているよ。｣との声。｢見て
いる絵がひとつでも，感じ方は人それぞれなんだな
あ。｣ということを実感することができたみなさん。言葉としての『鬼』
からイメージした｢青色｣｢赤色｣｢黄色｣｢こわい｣｢体が大きい｣が，
校長先生が紹介してくださった『ないた赤おに』
のストーリーを知ることによって，変わってしまう
こともわかりました。『一度もってしまったイメー

ジを変えることは，なかなか難しい』こと。だからこそ，『気持ちを
整えて，冷静になって見つめ直す』こと，つまり，『思い直しをする』
ことが大切であることを教わりました。
また，｢自分のいいところを言うことができますか？｣との問いに，『う～ん…』という

表情をみせる全校のみなさん。校長先生が伝えてくださった，｢私のよいところは，出さ
れた食事を残さないことと，早起きすることです。｣の言葉に，「ぼくのいいところは
…。」「わたしのいいところって…。」というように考えることができました。そして，何よ
り大切なことは，その『自分のよさを言葉で伝える』ことであることもわかりました。
校長先生から教わったことを心に入れて，『自分のよいところ』『友だちのすてきなと

ころ』『クラス・三水小のすばらしいところ』をたくさん発見していきましょう！




